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東京外かく環状道路の概要

首都圏三環状道路の概要

東京外かく環状道路の全体計画

首都圏三環状道路は、都心部の慢性的な交通渋滞の緩和及び、環境改善への寄与等を図り、さらに、我が国の経済

活動の中枢にあたる首都圏の経済活動とくらしを支える社会資本として、重要な役割を果たす道路です。

近年の開通により、首都圏全体の生産性を高める重要なネットワークとしてストック効果を発揮しています。

東京外かく環状道路は、都心から

約15kmの圏域を環状に連絡する延

長約85kmの道路であり、首都圏の渋

滞緩和、環境改善や円滑な交通ネッ

トワークを実現する上で重要な道路

です。

関越道から東名高速までの約

16kmについては、平成21年度に事業

化、平成24年4月には、東日本高速

道路（株）、中日本高速道路（株）に

対して有料事業許可がなされ、国土

交通省と共同して事業を進めていま

す。

全体計画と幹線道路網図

［JCT・ICは仮称・開通区間は除く］

※1 資機材の調達等が順調な場合
※2 大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、

1年程度前倒しでの開通を目指す

2024年9月時点

4車線化整備
2022(R4)年度から順次開通
（2026(R8)年度全線開通見込み)※1

2026(R8)年度
開通見込み※2
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（平成１９年４月６日 都市計画変更（高架→地下））

（平成２７年３月６日 都市計画変更（地中拡幅部））

計画概要

延 長：約１６ｋｍ

高速道路との接続：３箇所
・東名ＪＣＴ（仮称）
・中央ＪＣＴ（仮称）
・大泉ＪＣＴ

出入口：３箇所
・東八道路ＩＣ（仮称）
・青梅街道ＩＣ（仮称）
・目白通りＩＣ（仮称）

構造形式：地下式

（４１ｍ以上の大深度に計画）

東京外かく環状道路（関越～東名）の計画概要
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住民の皆さまへ

令和２年１０月１８日、調布市東つつじケ丘２丁目付近において地表面陥没を確認、
それ以降も地中に空洞が発見され、周辺にお住まいの皆さまにはご迷惑、ご心配をお
かけしておりますことを心よりお詫び申し上げます。

わたしたち事業者は事故発生直後より、ただちに有識者委員会を立ち上げ、事故原
因の特定を行った結果、シールドトンネルの施工に課題があったことが確認されました。
現在、地盤の補修範囲にお住いの皆さまへ、仮移転または事業者による買取等の
お願いをさせていただくとともに、令和４年１２月からプラントヤード等の整備や管路等の
設置工事、家屋の解体工事を進め、令和５年８月から地盤補修に着手しております。

本日は、現在の地盤補修工事の進捗および今後の予定についてご説明させていた
だきます。

住民の皆さまのご不安な気持ちを早く解消していただくため、少しでも早い地盤補修
の実施に向けて家屋の解体工事や地盤補修工事を進めてまいります。
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地盤補修工事のこれまでの経緯

■これまでの経緯
２０２０年
１０月１８日 地表面の陥没を確認

応急措置として砂による埋土を実施（翌朝埋土完了）

１０月１９日 第１回有識者委員会※を開催

１０月２３日 第２回有識者委員会を開催

１１月 ３日 陥没箇所から約４０ｍ北にて、空洞①を確認
（１１月２４日充填作業完了）

１１月 ５日 第３回有識者委員会を開催

１１月６日、７日 陥没箇所周辺の方を対象とした説明会を開催（計３回）

１１月２１日 陥没箇所から約３０ｍ南にて、空洞②を確認
（１２月３日充填作業完了）

１１月２７日 第４回有識者委員会を開催
陥没箇所周辺の方を対象に家屋中間調査の意向確認を開始

１２月１８日 第５回有識者委員会を開催
・陥没・空洞の要因分析（中間とりまとめ）

１２月２０日、２１日 陥没箇所周辺の方を対象とした説明会を開催（計３回）

１２月２５日 専用フリーダイヤルを開設

※トンネルの構造、地質・水文、施工技術等
について、より中立的な立場での確認、検討
することを目的として設置。
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地盤補修工事のこれまでの経緯

■これまでの経緯
２０２１年
１月 ８日 家屋補償等に関する相談窓口を開始

１月１４日 陥没箇所から約１２０ｍ北にて、空洞③を確認
（１月２２日充填作業完了）

２月１２日 第６回有識者委員会を開催
・追加調査等を踏まえたメカニズムの特定
・地盤の補修範囲等の特定
・再発防止対策の基本方針の議論

２月１４日、１５日 陥没箇所周辺の方を対象とした説明会を開催（計３回）

２月２６日 陥没箇所周辺の各戸訪問（約１，０００世帯）を開始

３月１９日 第７回有識者委員会を開催
・再発防止対策の確定
⇒報告書の公表

４月 ２日～７日 陥没箇所周辺及び沿線７区市の方を対象とした説明会を開催
（計１０回）

４月１９日 常設の相談窓口（つつじケ丘相談所）を開設
９月１０日 トンネル坑内からの調査結果に基づく地盤補修範囲の特定
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地盤補修工事のこれまでの経緯

■これまでの経緯
２０２１年
１２月１０日、１１日
１２月１４日
１２月１７日、１８日

２０２２年
３月２７日、２８日
９月１１日、１２日
１０月 ７日、 ８日
１２月２１日

２０２３年
１月１７日
６月 ９日～１２日
６月１６日、 １７日
８月 ２日

２０２４年
５月３１日、６月１日
１２月２１日

現場視察会を開催
調布市域（入間川東側エリア）における追加調査結果の公表

『地盤調査状況及び地盤補修に関する検討状況のご説明』

『陥没・空洞箇所周辺にお住まいの方を対象としたオープンハウス』
『地盤補修工事の全体計画の検討状況をご説明するオープンハウス』
『地盤補修工事の全体計画に関するオープンハウス』
地盤補修に向けた準備工事に着手

家屋解体に着手
『地盤補修の施工に関する見学会』
『地盤補修の施工に関するオープンハウス』
地盤補修に着手

『地盤補修の施工状況に関するオープンハウス』
『地盤補修の施工状況等に関するオープンハウス』
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地盤補修範囲

標準配置・断面図

地盤補修の範囲と方法

約220m

約 16m

○地盤補修範囲に地盤改良体を連続配置することで、元の地盤強度（Ｎ値５０相当）に戻します。
○地盤補修は、トンネル上の東久留米層（砂層）を対象に実施しています。
○武蔵野礫層の落ち込みが確認された陥没・空洞箇所では、武蔵野礫層も地盤補修を実施します。

Mg（武蔵野礫層 砂礫）

ローム質土層

陥没・空洞箇所

His（東久留米層 砂）

トンネル

約35～40m

約3～6m

地盤補修部

：通常の地盤補修マシンによる施工

：小型の地盤補修マシンによる施工

①地盤改良体の品質を確保する

ために、小型の地盤補修マシ

ンを使用して陥没・空洞箇所の

周囲の武蔵野礫層に地盤改良

体を造成します。

②通常の地盤補修マシンにて、

武蔵野礫層の地盤補修を実施

します。

陥没箇所空洞② 空洞① 空洞③※

約16m

・ 強度 ： 3MN/m2以上
・ 本数 ： 約220本
・ セメント系固化材 ： 約130t/本
・ 排泥 ： 約300m3/本

標準配置

Φ約1.5m

陥没・空洞
箇所

陥没・空洞箇所周辺の施工イメージ

断面図

His（東久留米層 砂）

※空洞③において武蔵野礫層の落ち込みは確認されておりません。

①① ②

＜陥没・空洞箇所の地盤補修＞

「基盤地図情報」（国土地理院） （https://www.gsi.go.jp/kiban/index.html）をもとに、東日本高速道路㈱が加工
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地盤補修の作業フロー

作業フロー

家屋解体完了

地盤補修範囲の境界に沿って仮囲いの設置

地盤改良体造成

削孔

整地

地盤補修マシンの据付

家屋解体完了 仮囲いの設置

整地 地盤補修マシンの据付

削孔・地盤改良体造成
（通常の地盤補修マシン）

削孔・地盤改良体造成
（小型の地盤補修マシン）

○家屋解体後、高圧噴射攪拌工法を用いて地盤補修を下記の通り実施しています。

地盤改良体造成後、次の箇所に
地盤補修マシンを移動

※削孔を用いた物理探査にて隣接地の地盤を確認します。

※
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